
28

東南アジアのラオスにて、中国国境から首都を結ぶ鉄道が建設中だ。しかし建設前から、
採算の目途は立っていなかった。それでも強行されたのは、国家レベルでラオスが働きかけたからだ。

文・西沢利郎  Toshiro Nishizawa

東京大学公共政策大学院教授

不採算確実な中国ラオス鉄道
それでも敷設を進める事情

国
が
進
め
る「
一
帯
一
路
」

構
想
を
「
債
務
の
罠
」
と

批
判
す
る
論
者
は
ラ
オ
ス

の
「
中
国
ラ
オ
ス
鉄
道
」

に
注
目
し
て
い
る
。
果
た
し
て
、
こ
の
批
判

は
ど
こ
の
国
で
も
共
通
し
て
当
て
は
ま
る
の

だ
ろ
う
か
。

　

中
国
ラ
オ
ス
鉄
道
は
、
中
国
国
境
沿
い
の

ル
ア
ン
ナ
ム
タ
ー
県
ボ
ー
テ
ン
と
、
首
都
ビ

エ
ン
チ
ャ
ン
を
結
ぶ
４
１
４
㌔
メ
ー
ト
ル
の

単
線
鉄
道
で
、
国
内
に
鉄
道
網
を
も
た
な
い

ラ
オ
ス
に
と
っ
て
は
建
国
以
来
の
悲
願
を
叶

え
る
国
家
事
業
だ
。
約
60
億
㌦
の
総
事
業
費

は
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
約
３
割
に
達

す
る
。

　

こ
の
中
国
ラ
オ
ス
鉄
道
に
つ
い
て
、
ラ
オ

ス
に
と
っ
て
の
「
債
務
の
罠
」
に
な
る
の
で

は
と
い
う
見
方
も
多
い
。
し
か
し
、
実
際
に

は
中
国
が
事
業
採
算
性
に
疑
問
を
呈
し
、
慎

重
な
姿
勢
で
臨
ん
だ
と
の
見
方
が
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
日
本
人
に
と
っ
て
ラ
オ
ス
は
、

そ
れ
ほ
ど
馴
染
み
の
あ
る
国
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
ラ
オ
ス
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
加
盟
国
で
、
日
本
の
本
州
ほ
ど

の
国
土
に
７
０
０
万
人
が
暮
ら
す
、
イ
ン
ド

シ
ナ
半
島
に
位
置
す
る
内
陸
国
で
あ
る
。

　

ま
た
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
掲

げ
る
人
民
革
命
党
を
唯
一
の
指
導
政
党
と
す

中
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ラオス山中を貫き建設が
進む中国ラオス鉄道。中
国が7割、ラオスが3割
を出資する合弁会社が建
設・営業を担う
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ビエンチャン

タイへ
（計画中）

中国へ
（建設中）

ボーテン
ベトナム

ラオス

ミャンマー

タイ

アラビア海

中国ラオス鉄道

中国国境から首都までを結ぶ中国ラオス鉄道
（出所）各種資料を基にウェッジ作成

る
社
会
主
義
国
で
も
あ
り
、
そ
の
成
り
立
ち

の
経
緯
か
ら
、
１
９
７
５
年
の
建
国
以
来
、

ベ
ト
ナ
ム
と
は
指
導
政
党
間
の
連
帯
を
基
礎

に
兄
弟
関
係
と
も
呼
ぶ
べ
き
絆
で
結
ば
れ
て

い
る
。
年
初
に
は
、
ラ
オ
ス
人
民
革
命
党
と

ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
が
、
そ
れ
ぞ
れ
５
年
ぶ
り

の
党
大
会
で
新
指
導
部
を
選
出
し
た
。
人
民

革
命
党
幹
部
に
は
ベ
ト
ナ
ム
で
教
育
を
受
け

た
者
が
多
い
。
最
高
指
導
者
で
あ
る
書
記
長

も
、
歴
代
５
人
の
う
ち
３
人
が
ベ
ト
ナ
ム
に

留
学
し
て
い
る
。
政
治
理
論
研
修
等
を
目
的

と
し
た
人
的
交
流
も
続
い
て
い
る
。

　

ラ
オ
ス
は
80
年
代
半
ば
ま
で
ソ
ビ
エ
ト
連

邦
か
ら
の
支
援
に
依
存
し
て
い
た
。
中
国
と

の
関
係
は
、
79
年
の
中
越
紛
争
時
に
ラ
オ
ス

が
ベ
ト
ナ
ム
陣
営
を
選
び
、一
時
断
絶
し
た
。

し
か
し
、
ソ
連
圏
が
崩
壊
し
、
中

国
の
社
会
主
義
市
場
経
済
化
が
加

速
す
る
と
ラ
オ
ス
は
中
国
に
頼
る

方
向
に
舵
を
切
る
。
貿
易・投
資・

援
助
関
係
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど

り
、
最
近
で
は
輸
出
の
３
割
、
輸

入
の
２
割
、
直
接
投
資
の
７
割
、

対
外
債
務
の
５
割
を
中
国
が
占
め

て
い
る
。

　

ラ
オ
ス
に
と
っ
て
中
国
は
、
社

会
主
義
理
念
を
共
有
す
る
同
志

で
、
経
済
的
に
も
圧
倒
的
な
存
在

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
中
国
に
対
し
て

の「
属
国
」化
を
意
味
し
な
い
。
ラ
オ
ス
は
、

ベ
ト
ナ
ム
と
特
別
な
関
係
を
堅
持
し
た
う
え

で
経
済
開
発
の
た
め
中
国
と
の
実
利
的
関
係

を
深
め
て
い
る
。
一
帯
一
路
が
打
ち
出
さ
れ

る
と
、
中
国
と
の
一
致
し
た
利
害
が
関
係
緊

密
化
を
加
速
し
た
。

　

そ
の
中
で
進
ん
だ
の
が
中
国
ラ
オ
ス
鉄
道

で
あ
る
。
中
国
と
の
建
設
合
意
は
２
０
１
０

年
４
月
の
覚
書
締
結
に
遡
る
。
12
年
10
月
に

は
国
民
議
会
が
臨
時
国
会
で
中
国
輸
出
入
銀

行
の
融
資
を
前
提
と
す
る
事
業
実
施
を
承
認

し
、
そ
の
直
後
に
両
国
政
府
間
の
協
力
文
書

が
結
ば
れ
た
。
起
工
式
は
、
15
年
12
月
の
建

国
40
周
年
記
念
式
典
に
合
わ
せ
、
党
・
国
家

指
導
者
臨
席
の
も
と
行
わ
れ
、
16
年
末
に
着

工
し
た
。
21
年
12
月
の
建
国
46
周
年
を
記
念

し
た
運
行
開
始
を
目
指
し
、
す
で
に
９
割
以

上
が
完
成
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
、18
年
か
ら
20
年
３
月
に
か
け
て
、

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
と
ラ
オ
ス
国

家
経
済
研
究
所
に
よ
る
ラ
オ
ス
財
政
安
定
化

共
同
政
策
研
究
対
話
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
わ

り
、
ラ
オ
ス
政
府
へ
の
政
策
提
言
と
り
ま
と

め
に
携
わ
っ
た
。
ラ
オ
ス
財
政
当
局
と
の
意

見
交
換
の
中
心
テ
ー
マ
は
、
膨
大
な
対
外
債

務
と
、
財
政
健
全
化
で
あ
っ
た
。

　

現
在
に
至
る
ま
で
ラ
オ
ス
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６

割
に
達
す
る
対
外
債
務
を
抱
え
る
な
ど
、
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
る
。
そ
の
原
因
に
つ
い

て
筆
者
は
ラ
オ
ス
政
府
に
対
し
、
世
界
的
な

過
剰
流
動
性
を
受
け
た
タ
イ
債
券
市
場
で
の

安
易
な
起
債
、
一
帯
一
路
に
沿
っ
た
投
融
資

の
拡
大
、
Ｂ
to
Ｂ
（
企
業
間
）
取
引
と
も
称

さ
れ
る
合
弁
事
業
モ
デ
ル
へ
の
依
存
な
ど
に

よ
る
、
財
政
規
律
の
緩
み
だ
と
指
摘
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
中
国
と
の
合
弁
事
業
の
最
た

る
も
の
で
あ
る
中
国
ラ
オ
ス
鉄
道
に
つ
い
て

は
、
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
む
中
、
長
年
に

わ
た
る
ラ
オ
ス
悲
願
の
国
家
事
業
を
否
定
的

に
論
じ
る
こ
と
は
は
ば
か
ら
れ
た
。

貨
物
輸
送
も
期
待
で
き
ず 

不
採
算
が
定
め
ら
れ
た
鉄
道 

　

し
か
し
、
中
国
ラ
オ
ス
鉄
道
の
採
算
性
に

は
懐
疑
的
な
見
方
が
多
い
。
メ
コ
ン
域
内
の

交
通
網
に
詳
し
い
タ
イ
人
専
門
家
に
尋
ね
る

と
、
輸
送
コ
ス
ト
・
時
間
の
削
減
に
は
資
す

る
も
の
の
、
採
算
性
は
低
い
と
い
う
。
中
国

ラ
オ
ス
鉄
道
と
同
様
に
、
中
国
と
の
合
弁
事

業
と
し
て
並
行
し
て
建
設
中
の
中
国
ラ
オ
ス

高
速
道
路
は
、
20
年
12
月
に
一
部
開
通
し
て

い
る
。
将
来
的
に
全
区
間
が
開
通
す
れ
ば
、

需
要
を
食
い
合
う
の
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
。

　

旅
客
輸
送
で
は
な
く
貨
物
輸
送
と
し
て
考
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国
人
労
働
者
の
流
入
は
、
社
会
的
反
発
・
軋

轢
リ
ス
ク
を
孕
む
。
中
国
ラ
オ
ス
鉄
道
を
貨

物
輸
送
に
活
用
す
る
に
は
、
課
題
が
山
積
し

て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　

ま
た
、
中
国
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
を
縦

断
し
て
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
と
結
ぶ
壮
大
な
構
想
は
、
遠
い
将
来
へ
の

期
待
に
す
ぎ
な
い
。
同
じ
く
一
帯
一
路
の
中

で
タ
イ
高
速
鉄
道
の
建
設
計
画
が
進
行
中
だ

が
、
ラ
オ
ス
ま
で
の
延
伸
計
画
に
動
き
は
な

い
。
仮
に
延
伸
し
た
と
し
て
も
、
規
格
が
違

う
タ
イ
高
速
鉄
道
と
接
続
す
る
に
は
追
加
コ

ス
ト
が
か
か
る
。

　

こ
う
し
た
採
算
性
へ
の
懐
疑
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
風
向
き
を
変
え
た
の
は
一
帯
一
路
の

存
在
だ
。
筆
者
は
数
年
前
、
あ
る
中
国
人
外

交
官
か
ら
中
国
ラ
オ
ス
鉄
道
建
設
の
経
緯
に

つ
い
て
「
中
国
は
当
初
慎
重
で
あ
っ
た
が
、

ラ
オ
ス
側
か
ら
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
働
き
か
け
も

あ
っ
て
政
治
的
決
定
が
な
さ
れ
た
」
と
聞
か

さ
れ
た
。

　

ラ
オ
ス
で
の
一
帯
一
路
に
お
い
て
は
、
ハ

イ
レ
ベ
ル
の
人
脈
も
推
進
力
と
な
っ
て
い

る
。
17
年
11
月
、
習
近
平
国
家
主
席
は
、
ビ

エ
ン
チ
ャ
ン
訪
問
時
に
キ
ニ
ム
・
ポ
ル
セ
ナ

元
外
務
大
臣
（
故
人
）
一
族
と
会
見
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
は
習
氏
の
発
言
を
「
一
族
は
中
国

の
良
い
友
人
で
あ
る
。
両
国
の
友
好
事
業
を

え
た
場
合
は
ど
う
か
。
仮
に
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン

か
ら
国
境
の
ボ
ー
テ
ン
を
経
由
し
て
雲
南
省

の
省
都
昆
明
を
つ
な
い
だ
と
し
て
も
、
生
産

拠
点
を
結
ぶ
大
規
模
物
流
は
期
待
で
き
そ
う

に
な
い
。

　

現
在
、
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
の
中
心
部
か

ら
15
㌔
メ
ー
ト
ル
北
東
、
中
国
ラ
オ
ス
鉄
道

貨
物
駅
に
隣
接
す
る
広
大
な
敷
地
で
は
、
経

済
特
区
「
サ
イ
セ
タ
ー
総
合
開
発
区
」
の
整

備
・
開
発
が
進
む
。
雲
南
省
海
外
投
資
有
限

公
司
が
75
％
、
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
都
が
25
％
を

出
資
す
る
ラ
オ
ス
・
中
国
共
同
投
資
有
限
公

司
が
、「
産
業
開
発
区
＋
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
新

都
市
」
と
の
理
念
を
掲
げ
開
発
・
運
営
を
担

う
。
日
本
企
業
で
は
、
す
で
に
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
が

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
ド
ラ
イ
ブ
用
ガ
ラ
ス
基
板

の
製
造
を
始
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
、
外
国
企

業
誘
致
を
梃
子
に
輸
出
志
向
の
労
働
集
約
型

製
造
業
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
こ
れ
ら
が
サ

イ
セ
タ
ー
総
合
開
発
区
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
ラ
オ
ス
国
内
に
は
10
の
経
済
特

区
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
中
国

ラ
オ
ス
鉄
道
を
生
か
し
た
雲
南
省
向
け
の
輸

出
も
期
待
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
７
０
０
万
人
が
ま
ば
ら
に
分
布

す
る
ラ
オ
ス
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
と
は
違

い
労
働
力
の
安
定
確
保
は
容
易
で
な
い
。
中

受
け
継
ぐ
未
来
で
あ
る
」
と
報
じ
た
。
ポ
ル

セ
ナ
一
族
に
は
習
氏
が
通
っ
た
北
京
市
八
一

学
校
の
同
窓
生
が
い
る
と
い
う
。
16
年
ま
で

20
年
以
上
、
外
務
大
臣
や
副
首
相
と
し
て
対

中
・
対
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
交
を
推
進
し
た
ソ
ム

サ
ワ
ー
ト
・
レ
ン
サ
ワ
ッ
ト
氏
も
、
一
帯
一

路
で
大
き
な
役
回
り
を
演
じ
た
は
ず
だ
。
ポ

ル
セ
ナ
一
族
と
レ
ン
サ
ワ
ッ
ト
氏
は
と
も
に

華
人
で
あ
る
。

中
国
に
迫
る「
債
権
の
罠
」 

日
本
が
一
帯
一
路
と
向
き
合
う
に
は

　

こ
う
し
て
採
算
の
目
途
が
立
た
ぬ
ま
ま
建

設
が
強
行
さ
れ
た
中
国
ラ
オ
ス
鉄
道
だ
が
、

債
務
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
の
は
な
に
も
ラ
オ

ス
政
府
だ
け
で
は
な
い
。

　

中
国
ラ
オ
ス
鉄
道
は
、
中
国
が
７
割
、
ラ

オ
ス
が
３
割
を
出
資
す
る
ラ
オ
ス
中
国
鉄
道

有
限
公
司
（
Ｌ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
が
建
設
・
営
業
を

担
う
合
弁
事
業
で
あ
る
。
国
有
企
業
出
資
に

よ
る
合
弁
事
業
は
、
形
式
的
に
は
Ｂ
to
Ｂ
取

引
で
あ
る
が
、
実
質
的
な
リ
ス
ク
は
株
主
た

る
政
府
が
負
う
。
万
が
一
に
も
事
業
が
破
綻

す
れ
ば
融
資
元
の
中
国
輸
出
入
銀
行
は
不
良

債
権
を
抱
え
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
債
務
・
株

式
交
換
な
ど
に
よ
る
中
国
主
導
の
債
務
救
済

に
向
か
う
可
能
性
が
大
き
い
。
不
採
算
事
業

は
、
中
国
に
と
っ
て
は
「
債
務
の
罠
」
な
ら

不採算事業は中国にとって
「債務の罠」ならぬ

「債権の罠」になりかねない
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ぬ
「
債
権
の
罠
」
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

中
国
で
は
地
方
政
府
傘
下
の
投
資
会
社

（
融
資
平
台
）
が
進
め
た
イ
ン
フ
ラ
投
資
に

伴
う
「
隠
れ
債
務
」
が
問
題
視
さ
れ
て
久
し

い
。
一
帯
一
路
が
投
資
効
率
無
視
の
事
業
を

推
進
す
れ
ば
、
中
国
政
府
は
内
外
で
双
子
の

難
題
を
抱
え
る
。
投
資
効
率
を
見
極
め
、
債

務
の
持
続
可
能
性
を
精
査
し
た
う
え
で
事
業

推
進
に
取
り
組
む
姿
勢
を
期
待
し
た
い
。

　

で
は
、
今
後
の
ラ
オ
ス
・
中
国
関
係
は
ど

う
な
る
の
か
。
１
月
15
日
、
ラ
オ
ス
人
民
革

命
党
は
党
大
会
で
ト
ン
ル
ン
・
シ
ー
ス
リ
ッ

ト
首
相
を
書
記
長
に
選
出
し
た
。そ
の
翌
週
、

同
書
記
長
は
習
近
平
氏
と
の
電
話
会
談
で
、

中
国
・
ラ
オ
ス
経
済
回
廊
構
想
推
進
を
確
認

し
た
。
２
月
１
日
に
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
の
グ

エ
ン
・
フ
ー
・
チ
ョ
ン
書
記
長
の
続
投
が
正

式
発
表
さ
れ
る
と
、
そ
の
翌
日
に
は
電
話
会

談
で
、
指
導
政
党
間
の
特
別
な
関
係
を
確
か

め
合
っ
た
。
中
国
の
圧
倒
的
な
経
済
的
存
在

感
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の
特
別
な
絆
と
の
間
で
ラ

オ
ス
は
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
発
揮
す

る
。

　

日
本
で
は
、
外
交
・
安
全
保
障
の
観
点
か

ら
の
対
中
警
戒
、一
帯
一
路
の
文
脈
で
の「
債

務
の
罠
」
批
判
が
合
言
葉
の
よ
う
だ
。
し
か

し
、こ
う
し
た
紋
切
り
型
の
現
状
認
識
で
は
、

ラ
オ
ス
が
直
面
す
る
課
題
や
周
辺
国
と
の
複

サイセター総合開発区近くに並び立つ、真新しい集合住宅群。中国人労働者を招き入れても地元からの反発のリスクがある。いったい、誰が住むのであろうか（筆者撮影）

層
的
な
関
係
を
見
落
と
し
、
思
考
停
止
に
陥

る
。
勧
善
懲
悪
に
色
分
け
し
て
踏
み
絵
を
迫

る
の
は
外
交
で
は
な
い
。
む
し
ろ
ラ
オ
ス
の

バ
ラ
ン
ス
感
覚
と
し
た
た
か
さ
に
学
び
た

い
。

　

一
帯
一
路
の
も
と
国
有
企
業
と
い
う
持
ち

駒
を
使
う
中
国
は
有
利
で
あ
る
か
に
み
え
る

が
、
経
済
合
理
性
を
欠
く
事
業
は
危
う
い
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
論
理
を
飛
び
越
え
、
政
治
的
な

思
惑
の
み
が
先
行
す
る
イ
ン
フ
ラ
事
業
推
進

は
、
い
か
な
る
国
に
お
い
て
も
リ
ス
ク
を
内

包
し
、
思
惑
と
相
反
し
て
将
来
世
代
の
負
担

と
な
り
か
ね
な
い
。

　

で
は
日
本
に
何
が
で
き
る
か
。
例
え
ば
、

ラ
オ
ス
の
自
然・文
化
遺
産
を
保
全
し
つ
つ
、

分
散
型
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
関
連
産
業
を

振
興
す
れ
ば
、
中
国
ラ
オ
ス
鉄
道
の
採
算
性

向
上
に
も
貢
献
で
き
よ
う
。
そ
れ
は
ラ
オ
ス

へ
の
支
援
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
の

莫
大
な
投
資
を
日
本
が
し
た
た
か
に
活
用
す

る
好
例
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

景
気
よ
く
花
火
を
打
ち
上
げ
る
よ
り
も
、

こ
う
し
た
地
味
で
も
長
期
的
に
成
果
が
期
待

で
き
る
分
野
で
存
在
感
を
出
し
て
い
く
べ
き

だ
。

に
し
ざ
わ
・
と
し
ろ
う　

東
京
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
米
ウ
ィ
ス

コ
ン
シ
ン
大
学
修
士
。
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）、
国
際
協
力

銀
行
な
ど
を
経
て
、２
０
１
３
年
よ
り
現
職
。
18
年
〜
20
年
３
月
、

ラ
オ
ス
財
政
安
定
化
共
同
政
策
研
究
対
話
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
わ

り
、
ラ
オ
ス
政
府
へ
の
政
策
提
言
と
り
ま
と
め
に
携
わ
っ
た
。


